
 

お客様各位 

 

カタログ等資料中の旧社名の扱いについて 

 

2010 年 4 月 1 日を以って NEC エレクトロニクス株式会社及び株式会社ルネサステクノロジ

が合併し、両社の全ての事業が当社に承継されております。従いまして、本資料中には旧社

名での表記が残っておりますが、当社の資料として有効ですので、ご理解の程宜しくお願い

申し上げます。 

 

ルネサスエレクトロニクス ホームページ（http://www.renesas.com） 
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ルネサスエレクトロニクス株式会社 

 

 

 

 

 

【発行】ルネサスエレクトロニクス株式会社（http://www.renesas.com） 

【問い合わせ先】http://japan.renesas.com/inquiry 

 



ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で 新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、 大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された 終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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１．  本資料は、お客様に用途に応じた適切な弊社製品をご購入いただくための参考資料であり、本資料
      中に記載の技術情報について弊社または第三者の知的財産権その他の権利の実施、使用を許諾また
      は保証するものではありません。
２．  本資料に記載の製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズムその他応用回路例など全ての情報
      の使用に起因する損害、第三者の知的財産権その他の権利に対する侵害に関し、弊社は責任を負い
      ません。
３．  本資料に記載の製品および技術を大量破壊兵器の開発等の目的、軍事利用の目的、あるいはその他
      軍事用途の目的で使用しないでください。また、輸出に際しては、「外国為替および外国貿易法」
      その他輸出関連法令を遵守し、それらの定めるところにより必要な手続を行ってください。
４．  本資料に記載の製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズムその他応用回路例などの全ての
      情報は本資料発行時点のものであり、弊社は本資料に記載した製品または仕様等を予告なしに変更 
      することがあります。弊社の半導体製品のご購入およびご使用に当たりましては、事前に弊社営業
      窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、弊社ホームページ(http://www.renesas.com)
      などを通じて公開される情報に常にご注意ください。
５．  本資料に記載した情報は、正確を期すため慎重に制作したものですが、万一本資料の記述の誤りに
      起因する損害がお客様に生じた場合においても、弊社はその責任を負いません。
６．  本資料に記載の製品データ、図、表などに示す技術的な内容、プログラム、アルゴリズムその他
      応用回路例などの情報を流用する場合は、流用する情報を単独で評価するだけでなく、システム
      全体で十分に評価し、お客様の責任において適用可否を判断してください。弊社は、適用可否に
      対する責任は負いません。
７．  本資料に記載された製品は、各種安全装置や運輸・交通用、医療用、燃焼制御用、航空宇宙用、
      原子力、海底中継用の機器・システムなど、その故障や誤動作が直接人命を脅かしあるいは人体に
      危害を及ぼすおそれのあるような機器・システムや特に高度な品質・信頼性が要求される機器・
      システムでの使用を意図して設計、製造されたものではありません（弊社が自動車用と指定する
      製品を自動車に使用する場合を除きます）。これらの用途に利用されることをご検討の際には、
      必ず事前に弊社営業窓口へご照会ください。なお、上記用途に使用されたことにより発生した損害 
      等について弊社はその責任を負いかねますのでご了承願います。
８．  第７項にかかわらず、本資料に記載された製品は、下記の用途には使用しないでください。これら  
      の用途に使用されたことにより発生した損害等につきましては、弊社は一切の責任を負いません。
        １）生命維持装置。
        ２）人体に埋め込み使用するもの。
        ３）治療行為（患部切り出し、薬剤投与等）を行うもの。
        ４）その他、直接人命に影響を与えるもの。
９．  本資料に記載された製品のご使用につき、特に最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件
      およびその他諸条件につきましては、弊社保証範囲内でご使用ください。弊社保証値を越えて製品
      をご使用された場合の故障および事故につきましては、弊社はその責任を負いません。
１０．弊社は製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、特に半導体製品はある確率で故障が
      発生したり、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。弊社製品の故障または誤動作
      が生じた場合も人身事故、火災事故、社会的損害などを生じさせないよう、お客様の責任において
      冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計などの安全設計（含むハードウェアおよびソフトウェ
      ア）およびエージング処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に
      マイコンソフトウェアは、単独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システム
      としての安全検証をお願いいたします。
１１．本資料に記載の製品は、これを搭載した製品から剥がれた場合、幼児が口に入れて誤飲する等の
      事故の危険性があります。お客様の製品への実装後に容易に本製品が剥がれることがなきよう、
      お客様の責任において十分な安全設計をお願いします。お客様の製品から剥がれた場合の事故に
      つきましては、弊社はその責任を負いません。
１２．本資料の全部または一部を弊社の文書による事前の承諾なしに転載または複製することを固く
      お断りいたします。
１３．本資料に関する詳細についてのお問い合わせ、その他お気付きの点等がございましたら弊社営業
      窓口までご照会ください。

本資料ご利用に際しての留意事項

 



 

 



重要事項 
 

・本エミュレータをご使用になる前に、必ずユーザーズマニュアルをよく読んで理解してください。 

 

・ユーザーズマニュアルは、必ず保管し、使用上不明な点がある場合は再読してください。 

 

エミュレータとは： 

 ここでいうエミュレータとは、株式会社ルネサス テクノロジ（以下、「ルネサス」という）、 

株式会社ルネサス ソリューションズが製作した次の製品を指します。 

 (1) E200F メインユニット、(2) 拡張 AUD レースユニット、(3) エバチップユニット、 

(4) エミュレーションメモリユニット、(5) ユーザシステムインタフェース変換ボード、 

(6) トレースケーブル 

 お客様のユーザシステムおよびホストコンピュータは含みません。 

 
ユーザシステムインタフェース変換ボードの使用目的： 

 ユーザシステムインタフェース変換ボードは、エバチップユニットとユーザシステムを接続するためのボ

ードです。この使用目的に従って、本ユーザシステムインタフェース変換ボードを正しく使用してください。

この目的以外に本ユーザシステムインタフェース変換ボードの使用を堅くお断りします。 

 

エミュレータを使用する人は： 

 本エミュレータは、ユーザーズマニュアルをよく読み、理解した人のみが使用してください。 

 特に、本エミュレータを初めて使用する人は、本エミュレータをよく理解し、使い慣れている人から指導

を受けることを強くお薦めします。 

 本エミュレータを使用する上で、電気回路、論理回路およびマイクロコンピュータの基本的な知識が必要

です。 

 
エミュレータご利用に際して： 

(1) 本エミュレータは、プログラムの開発、評価段階に使用する開発支援装置です。 

開発の完了したプログラムを量産される場合には、必ず事前に実装評価、試験などにより、お客様の

責任において適用可否を判断してください。 

(2) 本エミュレータを使用したことによるお客様での開発結果については、一切の責任を負いません。 

(3) 弊社は、本製品不具合に対する回避策の提示または、不具合改修などについて、有償もしくは無償の

対応に努めます。ただし、いかなる場合でも回避策の提示または不具合改修を保証するものではあり

ません。 

(4) 本エミュレータは、プログラムの開発、評価用に実験室での使用を想定して準備された製品です。国

内の使用に際し、電気用品安全法および電磁波障害対策の適用を受けておりません。 

(5) 本エミュレータは、UL などの安全規格、IEC などの規格を取得しておりません。 

したがって、日本国内から海外に持ち出される場合は、この点をご承知おきください。 



(6) ルネサスは、潜在的な危険が存在するおそれのあるすべての起こりうる諸状況や誤使用を予見できま

せん。したがって、このユーザーズマニュアルと本エミュレータに貼付されている警告がすべてでは

ありません。お客様の責任で、本エミュレータを正しく安全に使用してください。 

 
使用制限について： 

 本エミュレータは、開発支援用として開発したものです。したがって、機器組み込み用として使用しない

でください。 

(1) 運輸、移動体用 

(2) 医療用（人命に関わる装置用） 

(3) 航空宇宙用 

(4) 原子力制御用 

(5) 海底中継用 

このような目的で本エミュレータの採用をお考えのお客様は、ルネサス テクノロジ、 

ルネサス ソリューションズ、ルネサス販売または特約店へ是非ご連絡頂きますようお願い致します。 

 

製品の変更について： 

ルネサスは、本エミュレータのデザイン、性能を絶えず改良する方針をとっています。 

したがって、予告なく仕様、デザインおよびユーザーズマニュアルを変更することがあります。 

 

権利について： 

(1) 本資料に掲載された情報、製品または回路の使用に起因する損害または特許権その他権利の侵害に関

しては、ルネサスは一切その責任を負いません。 

(2) 本資料によって第三者またはルネサスの特許権その他権利の実施権を許諾するものではありません。 

(3) このユーザーズマニュアルおよび当ユーザシステムインタフェースボードは著作権で保護されており、

すべての権利はルネサスに帰属しています。このユーザマニュアルの一部であろうと全部であろうと

いかなる箇所も、ルネサスの書面による事前の承諾なしに、複写、複製、転載することはできません。 

 

図について： 

 このユーザーズマニュアルの図は、一部の実物と異っていることがあります。 

 

 

 

 

 

 



安全事項 

シグナル・ワードの定義 
 ユーザーズマニュアルおよびエミュレータへの表示では、エミュレータを正しくご使用頂き、あなたや他

の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。 

 安全事項では、その絵表示と意味を示し、本エミュレータを安全に正しくご使用されるための注意事項を

説明します。 

 ここに記載している内容を良く理解してからご使用ください。 

 

 これは、安全警告記号です。潜在的に、人に危害を与える危険に対し注意を喚起する 
 ために用います。起こり得る危害又は死を回避するためにこの記号の後に続くすべて 
 の安全メッセージに従ってください。 
 

危険� 危険は、回避しないと、死亡又は重傷を招く差し迫った危険な状況を示します。 
 ただし、本製品では該当するものはありません。 
 

警告� 警告は、回避しないと、死亡又は重傷を招く可能性がある潜在的に危険な状況を示します。 
 

注意� 注意は、回避しないと、軽傷又は中程度の傷害を招くことがある潜在的に危険な状況を示し
ます。 

 

注意�  安全警告記号の付かない注意は、回避しないと、財物損傷を引き起こすことがある潜在的に

危険な状況を示します。 
 

注、重要は、例外的な条件や注意を操作手順や説明記述の中で、ユーザに伝達する場合
に使用しています。 

 

上記の4表示に加えて、適宜以下の表示を同時に示します。 

    表示は、警告・注意を示します。 

        例： 感電注意 

    表示は禁止を示します。 

       例： 分解禁止 

    表示は、強制・指示する内容を示します。 

        例： 電源プラグをコンセントから抜け 
 

 



警告� 
電源に関して： 

 

● 付属の AC 電源ケーブルがコンセントの形状に合わない場合、AC 電源ケーブルを改造し

たり、無理に入れるなどの行為は絶対に行なわないでください。感電事故または火災の原

因となります。 

● 日本国外で使用する時は、その国の安全規格に適合している AC 電源ケーブルを使用し

てください。 

● 安全規格に適合している AC 電源ケーブルが調達できない場合は、株式会社ルネサステ

クノロジ、株式会社ルネサスソリューションズまたは販売元までお問合せください。 

● 濡れた手で AC電源ケーブルのプラグに触れないでください。感電の原因となります。 

● 本エミュレータはシグナルグランドとフレームグランドを接続しています。本エミュレータを

用いて開発する製品がトランスレス(AC 電源に絶縁トランスを使用していない)製品である

場合、感電する危険があります。また、本エミュレータと開発対象製品に修復不可能な損

害を与える場合があります。 

 開発中はこれらの危険性を回避するために開発対象製品の AC 電源は絶対トランスを

経由して商用電源に接続してください。 

● 本エミュレータと同じコンセントに他の装置を接続する場合は、電源電圧および電源電流

が過負荷にならないようにしてください。電気定格は AC アダプタの銘板に示してありま

す。 

 

● AC 電源ケーブルの接地端子は、必ずしっかりした接地接続を行なってください。 

 

● 使用中に異臭・異音がしたり煙が出る場合は、直ちに電源を切り AC 電源ケーブルをコン

セントから抜いてください。 

   また、感電事故、または火災の原因になりますので、そのまま使用しないで、株式会社ル

ネサステクノロジ、株式会社ルネサスソリューションズまたは販売元までご連絡ください。

● 本エミュレータの設置や他の装置との接続時には、AC 電源を切るか AC 電源ケーブルを

抜いて怪我や故障を防いでください。 

本エミュレータの取り扱いに関して： 

 

● 本エミュレータを分解または、改造しないでください。分解または改造された場合、感電な
どにより傷害を負う可能性があります。 

● 通風口から水・金属片・可燃物などの異物を入れないでください。 

設置に関して： 

 

● 湿度の高いところおよび水等で濡れるところには設置しないでください。水等が内部にこぼ
れた場合、修理不能な故障の原因となります。 

使用環境に関して： 

 ● 本エミュレータ使用時の周辺温度の上限(最大定格周辺温度)は 35℃です。この最大定格
周囲温度を 越えないように注意してください。 

 
 



注意� 
AC アダプタに関して： 

 

● エミュレータに付属の AC アダプタ以外は使用しないでください。 
● 付属の AC アダプタは、本エミュレータ専用です。他の機器に使用しないでください。 
● 本エミュレータ付属の AC アダプタの DC プラグ極性を以下に示します。 
 

 

 
● 付属の AC アダプタには電源スイッチがありません。AC アダプタは AC電源ケーブル接
続状態では常に動作状態です。電源供給状態は AC アダプタの LED 点灯にてご確認く

ださい。 

本製品の取り扱いに関して： 

 

● 本エミュレータは慎重に扱い、落下・倒れ等による強い衝撃を与えないでください。 
● 通信インタフェースケーブルやエミュレーションプローブ部接続用フレキシブルケーブルで
本エミュレータを引っ張らないでください。また過度な曲げ方をしないでください。ケーブル

が断線する恐れがあります。 

設置に関して： 

 

● 本エミュレータは縦置きに設置するように設計しています。横置きの状態で使用しないで
ください。 

 
 



警告� 
１． 感電、火災等の危険防止および品質保証のために、お客様ご自身による修理や改造は行なわないでく

ださい。故障の際のアフターサービスにつきましては、ルネサスまたはルネサス特約店保守担当にお
申し付けください。 

２． エミュレータまたはユーザシステムのパワーオン時、すべてのケーブル類の抜き差しを行なわないで
ください。抜き差しを行なった場合、エミュレータとユーザシステムの発煙、発火の可能性がありま
す。また、デバッグ中のユーザプログラムを破壊する可能性があります。 

３． エミュレータまたはユーザシステムのパワーオン時、エミュレータとユーザシステムインタフェース
ボードおよびユーザシステムインタフェースボードとユーザシステム上の IC ソケットの抜き差しを行
なわないでください。 

 抜き差しを行なった場合、エミュレータとユーザシステムの発煙、発火の可能性があります。また、
デバッグ中のユーザプログラムを破壊する可能性があります。 

４． ユーザシステムインタフェースボードとユーザシステム上の IC ソケットはピン番号を確かめて正しく
接続してください。接続を誤るとエミュレータとユーザシステムの発煙、発火の可能性があります。 
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R0E572546CBF10は、SH72546RFCC/SH72544R/SH72543R用 PRBG0272FA-A (旧パッケージ名：BP-272)パッケージを用いたユーザ

システムと SH72546RFCC/SH72544R/SH72543R/SH72531/SH72531FCC用 E200Fエミュレータ（R0E0200F1EMU00、R0E572546VKK00）

を接続するユーザシステムインタフェース変換ボードです。 
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1. 構成品 

ユーザシステムインタフェース変換ボードの外観イメージを図 1に、構成品を表１に示します。梱包を解きましたら、表１に示す構

成品が揃っているか確認してください。 

 

 
図１  ユーザシステムインタフェース変換ボード外観イメージ 

 

注意 
  1.ユーザシステム上のPRBG0272FA-A用ICソケットとICソケットプラグは、次のものを 
    使用してください。 
    ICソケット    ：東京エレテック株式会社製  BSSOCKET272Z2021RE21N 
    ICソケットプラグ ：東京エレテック株式会社製  CSPLUG/W272Z2021RE01  
 
    2.ユーザシステムインタフェース変換ボードとエミュレータの接続には、ユーザシステムインタ 

フェース共通ケーブル(R0E0200F1CKL10)を別途御用意頂く必要があります。 
 
    3.ユーザシステムに直接MCUを実装する場合は、次のものを使用してください。 
        ICソケット上蓋   ：東京エレテック株式会社製  LSPACK272Z20221RE02 
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表１ 製品構成 

No 品名 数量 備考 

1 ユーザシステムインタフェース 

変換ボード 

1 R0E572546CBF10 

2 ICソケット 1 BSSOCKET272Z2021RE21N 

PRBG0272FA-A パッケージ用（ユーザシステムに実装） 

3 ICソケットプラグ 1 CSPLUG/W272Z2021RE01 

PRBG0272FA-A パッケージ用 (ユーザシステム接続用) 

4 ユーザーズマニュアル 1 R0E572546CBF10用取扱い説明書（本取扱い説明書） 
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2. 使用環境条件 

 

本ユーザシステムインタフェース変換ボードを使用する場合、表２に示す条件を守ってください。 
 

表２ 使用環境条件 

No. 項目 仕様 

1 温度 動作時  ：10～35℃ 

非動作時 ：-10～35℃ 

2 湿度 動作時  ：35～80%RH (結露なし) 

非動作時 ：35～80%RH (結露なし) 

3 振動 動作時  ：最大 2.45m/s2 

非動作時 ：最大 4.9m/s2 

梱包輸送時：最大 14.7m/s2 

4 周囲ガス 腐食性ガスのないこと 
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3. 接続方法 

 

3.1 ユーザシステムへの接続 
 

警告� 
本製品の接続、取り外しを行う場合は、必ずエミュレータおよびユーザシステムの電源全てを 
オフにし、ICソケットのピン番号を確かめて作業してください。 
電源がオンの状態で作業を行ったり、接続を誤ると、エミュレータ、ユーザシステムインタフェース 
ケーブル、ユーザシステムの破壊の可能性があります。 

 

3.1.1 ICソケットの実装 

ICソケット(BSSOCKET272Z2021RE21N)をユーザシステムに実装（はんだ付け）します。 
 

注意 
 1.ユーザシステムのBGAパッド部へクリームハンダを塗布してください。ハンダの厚さは100～150μm 

が適当です。厚すぎるとショートの原因になります。 
 2.ICソケットはリフロー時の飛散フラックス付着防止の為、ICプラグとの嵌合面に保護テープ 

(ポリイミドテープ)を貼っております。 
ハンダリフロー終了までは保護テープを剥さないでください。 

 3.ICソケット実装部周辺に部品体積の大きい物があると、リフロー時に熱の対流の妨げになります 
ので、実装条件に注意してください。 

 4.ICソケットはフラックス等の洗浄はしないでください。 
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3.1.2 ユーザシステムインタフェースケーブルの組立 

注意 
  必ず１ピンとコネクタ番号を確認してから接続してください。 

• ユーザシステムインタフェースケーブルの接続について 

ユーザシステムインタフェースケ共通ケーブル(ボード部)と、ユーザシステムインタフェース変換ボードを、 

ユーザシステムインタフェース共通ケーブル(ケーブル部)を用いて接続します。（図２参照）。 

 

 

 
 

図 2 ユーザシステムインタフェースケーブルの組立 
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※ユーザシステムインタフェース共通ケーブル(ケーブル部)の取り外しについて 

 

 
 
 

図 3 ユーザシステムインタフェース共通ケーブル(ケーブル部)の取り外しについて 
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3.1.3 エバチップユニットへの接続 
 

警告� 
 1. ユーザシステムインタフェースケーブルの接続、取り外しを行う場合は、必ずエミュレータ 
  およびユーザシステムの電源全てをオフにし、ICソケットのピン番号を確かめて作業してください。 
  電源がオンの状態で作業を行ったり、接続を誤ると、エミュレータ、ユーザシステムインタ 
  フェースケーブル、ユーザシステムの破壊の可能性があります。 
 2. ユーザシステムインタフェースケーブルは必ず専用のエミュレータにてご使用ください。他の 
  エミュレータに接続した場合、エミュレータ、ユーザシステムインタフェースケーブル、 
  ユーザシステムの破壊の可能性があります。 
 

(1) ユーザシステムおよびエミュレータの電源が切れていることを確認してください。 

(2) ユーザシステムインタフェース共通ケーブル(ボード部)とエバチップユニットのコネクタをコネクタナンバーに合わせて接続し

ます（図４参照）。 

(3) ユーザシステムインタフェース共通ケーブル(ボード部)に付属しているスペーサをユーザシステムの状態に合わせて、高さを調整

してください。 

 

 
 

図４ エバチップユニットとの接続 
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3.1.4 ICソケットへの装着 
 

注意 
1.1ピン位置に注意して実装してください。 
2.ICソケットプラグのガイドピンは必ずユーザシステム側に挿入してください。 

 

ユーザシステムインタフェース変換ボードとユーザシステム上の PRBG0272FA-Aパッケージ用 ICソケットを ICソケットプラグを

使用して固定します。必ず垂直に力が加わるように固定してください。1ピンとガイドピンの位置や、接続時にひねり等の力が加わら

ないように注意してください。 

 
 

 
 

図５ ユーザシステムへの接続 
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3.2 寸法 

3.2.1 ユーザシステムの推奨マウントパッド（フットプリント）寸法 
 

PRBG0272FA-Aパッケージ用 ICソケット（東京エレテック株式会社製：BSSOCKET272Z2021RE21N）を使用する場合のユーザシス

テム推奨マウントパッド（フットプリント）寸法を図６に示します。 

 
1.0 x 19 = 19.0
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±0.05
±0.10
±0.15
±0.20
±0.30
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1.3 2.0
2.1 5.0
5.1 10.0
10.1

 
 

図６ 推奨マウントパッド寸法 
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3.2.2 外形寸法 

 図７に拡張 AUDトレースユニット、エミュレーションメモリユニット、エバチップユニット、 

ユーザシステムインタフェース共通ケーブル(本体部)、ユーザシステムインタフェース共通ケーブル(ケーブル部)、 

およびユーザシステムインタフェース変換ボードの外形寸法を示します。 
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図７ 拡張 AUDレースユニット、エミュレーションメモリユニット、エバチップユニット、 

ユーザシステムインタフェース共通ケーブル(本体部)、ユーザシステムインタフェース共通ケーブル(ケーブル部) 

およびユーザシステムインタフェース変換ボードの外形寸法 
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3.2.3 ユーザシステムインタフェース変換ボード接続時の寸法 
 

図８にユーザシステムインタフェース変換ボードをユーザシステムに接続した場合の寸法を示します。 
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図８ ユーザシステムインタフェース変換ボード接続時のユーザシステムとの寸法 
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3.3 動作確認 
 

(1) ｢SH-2A、SH-2 E200Fエミュレータ ユーザーズマニュアル｣、｢SH-2A、SH-2 E200Fエミュレータ ユーザーズマニュアル別冊 

SH72546RFCC/ SH72544R/SH72543R/SH72531/SH72531FCCご使用時の補足説明｣（R0E0200F1EMU00J、R0E572546EMU00J）を参

照して、エミュレータを立ち上げます。 

(2) 本ユーザシステムインタフェース変換ボードを使用したエミュレータでは、MPUクロックとして、エミュレータ内蔵の貸出しク

ロックおよびユーザシステムからの外部クロックの２種類をサポートしています。詳細は｢SH-2A、SH-2 E200Fエミュレータユー

ザーズマニュアル｣（R0E0200F1EMU00J）を参照してください。 

 

(a) エミュレータ内蔵の貸出しクロックを使用する場合 

エミュレータのCLOCKコマンドでエミュレータ内蔵のクロックを選択します。 

(b) ユーザシステムからの外部クロックを使用する場合 

ユーザシステムからエミュレータに外部クロックを供給します。クロックを供給する方法には、ユーザシステムインタ 

フェース変換ボードのEXTAL端子（A14ピン）から外部クロックを入力します。 

詳細は「SH72546Rグループハードウェアマニュアル 3．クロックパルス発振器」を参照してください。 
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4. 注意事項 

 

(1) ユーザシステムへの接続時には１ピン位置に十分注意して、誤接続は絶対にしないでください。 

(2) ユーザシステムに接続した状態では、ユーザシステムインタフェース変換ボードに無理な力を加えないようにしてください。 

(3) 本ユーザシステムインタフェース変換ボードを使用する場合の推奨マウントパッド寸法は、MPU実装用マウントパッド寸法とは

異なりますので注意してください。 

(4) 本ユーザシステムインタフェース変換ボードは、SH72546RFCC/SH72544R/SH72543R/SH72531/SH72531FCC用 E200Fエバチップ

ユニット(R0E572546VKK00)専用ですので、他のエミュレータには使用しないでください。 

(5) ユーザシステムインタフェース変換ボードのVcc端子に電源が供給されていない場合は、”** VCC DOWN”を表示します。この場

合、エミュレータは正しい動作をしませんのでご注意ください。 
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